
第 １ 部　 フ
ァ

イ ン マ ン 経 路 積 分 の 時 間 分 割 近 似 の 収 束　　　　 １

第 １ 章　 フ ァ イ ン マ ン 経 路 積 分 と は 何 か　　　　　　　　　　　　　　　3

§1.1 問 題 の 起 こ り　　　3

§1.1.1 古 典 力 学 と 作 用 関 数　3

§1.1.2　 フ ァ イ ン マ ン 経 路 積 分 と 量 子 力 学　7

§1.1.3　 シ ュ レ ー デ ィ ン ガ ー 方 程 式　　9

§1.2 何 か 問 題 な の か　　11

§1.2.1　 フ ァ イ ン マ ン 経 路 積 分 の 時 間 分 割 に よ る 近 似 法

‥ ‥　12

§1.2.2 準 古 典 近 似 14

§1.3 実 例 計 算　15

§1.3.1　 自 由 運 動　16

§1.3.2 調 和 振 動 子　21

第 ２ 章 作 用 積 分 の 性 質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

§2.1 変 分 法　　30

§2.1.1　 ポ テ ン シ ャ ル に つ い て の 仮 定　30

§2.1.2 作 用 汎 関 数 と 関 数 空 間　30

§2.1.3 変 分 問 題　32

§2.2 古 典 軌 道 の 存 在　　34

§2.2.1　グ リ ー ン 関 数 に よ る積 分 方 程 式 へ の 変 換　35

§2.2.2 縮 小 写 像 原 理 と 古 典 軌 道 の 存 在　36

§2.2.3　自 由 運 動 か ら の ず れ の 評 価 37

§2.3 作 用 関 数　42

§2.3.1　自 由 運 動 か ら の ず れ　42

§2.3.2 φ の 偏 導 関 数 の 評 価.　43

第 ３ 章 経 路 積 分 と 振 動 積 分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47

§3.1 フ ァ イ ンマ ン 経 路 積 分 の 時 間 分 割 近 似 は ど の よ う な も の か　47

§3.2 振 動 積 分　49

§3.2.1　多 重 指 数 の 記 号 法　49

§3.2.2 振 動 積 分 の 意味 づ け　50

§3.3 停 留 位 相 法　61

第 ４ 章　 フ ァ イ ン マ ン 経 路 積 分 は 収 束 す る　　　　　　　　　　　71

§4.1 振 動 積 分 と し て の 経 路 積 分 の 時 間 分 割 近 似　71

§4.1.1 時 間 分 割 近 似 は 値 が 定 ま る　71

§4.1.2 振 動 積 分 に 関 す る 仮 定 １ の 検 証　73

§4.1.3 振 動 積 分 に 関 す る 仮 定 ２ の 検 証　74

§4.2 主 定 理一 分 割 Δ を 細 くす る と きの 極 限 値 の 存 在 78

第 ５ 章　 経 路 積 分 の 収 束 の 証 明　　　　　　　　　85

§5.1 ヘ ッ セ 行 列 式 の 一 性 質　85

§5.2 lim| Δ｜→oＤ(Δ; s', s, x, y) の 存 在 の 証 明　96

§５.3 空 間 次 元 が 限 り な く大 き く な る 場 合 の 停 留 位 相 法　101

§5.4 I( Δ;  v, s', s,x,ｙ) の 収 束 の 証 明 104

§5.5 L2( Ｒ) の 作 用 素 と し て の 収 束 113

§5.5.1 ぴ( Ｒ) の 作 用 素 と し て の 収 束113

§5.5.2 発 展 作 用 素 115

第 ６ 章　 シ ュ レ ーデ ィ ン ガ ー方 程 式 の 基 本 解　　　　　　　　　　　　123

§6.1 ハ ミ ル ト ンーヤ コ ビ 方 程 式 と作 用 関 数 123



§6.2 輸送方程式とHesse 行列式 124

§6.3 シュレーディンガー方程式の基本解 130

§6.3.1　シュレーディンガー方程式 130

§6.4 ヤコビの微分作用素とMorette-Van Ｖｌｅｃｋ行列式 140

§6.4.1 核型作用素と無限次の行列式 140

§6.4.2 第２変分とヤコビ作用素.142

§6.4.3 行列式の表現1　145

§6.4.4 行列式の表現2　151

第 ７章　時間の経過が長い場合　　　　　　　　　　　　　157

§7.1 時間の経過が長い場合について157

第II 部　 補 遺一実 解 析 学 か ら の 準 備　　　　　　　　　　　 １６１

第８章　熊ノ郷一谷口の定理　　　　　　　　　　　　　　　163

§8.1 熊ノ郷一谷口の定理　163

第９章 停留位相法再論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　187

§9.1 位相関数の停留点と停留値の性質 187

§9.1.1 仮定 187

§9.1.2 停留点の存在と性質 188

§9.1.3 位相関数の停留値 195

§9.1.4 ヘ ッセ行列式　199

§9.2 熊ノ郷一谷口の定理の有効範囲 200

§9.3 停留位相法一 精度を上げる 205

第10 章 大次元空間上での停留位相法　　　　　　　　　　211

§10.1大次元空間上での停留位相法の証明 211

§10.2振幅が１である場合の大次元空間での停留位相法 226

第11 章 振動積分変換のＬ2 有界性　　　　　　　　　　235

§11.1振動積分変換のＬ２有界性 235

第12 章 弱 微 分 と 超 関 数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249

§12

.

1 超 関 数 の 定 義　249

§12

.

1

.

1 試 験 関 数249

§12

.

1

.

2 超 関 数 の 定 義　250

§12

.

2 超 関 数 の 微 分　251

§12

.

3 原 始 超 関 数253

第13 章 ア ダ マ
ー

ル の 大 域 的 逆 関 数 定 理 の 証 明　　　　　　　　　　　265

§13

.

1 ア ダ
マ ー ル の

大 域 的 逆 関 数 定 理 の 証 明 265

第14 章 あ と 書 き　　　　　　　　　　　　　　　 ２ ７ １

参 考 文 献　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　273

索　　　 引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　276


	page1
	page2

